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回答者

市民生活部長

地区からの意見・提言（意見交換）

三木南地区

意見・提言の内容

1 外国人居住者の地域参加促進と支援
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市政懇談会 回答 
地区名 三木南地区 

意見・提言等 
１ 外国人居住者の地域参加促進と支援 

（区長協議会） 
（内容） 
・近年、外国人労働者の受け入れに伴い、地域内に居住する外国人

が増加している。 
・自治会は、自治会活動や防災訓練など、地域活動への参加を促し

ているが、なかなか進まない現状がある。 
・特に防災訓練への参加がないことは、共助の観点からみても憂慮

する点である。 
・外国人の多くは、雇用主の斡旋で居住地を決めている現状があ

る。 
・雇用主や本人に地域活動への参画を促し、誰もが住みよいまちづ

くりを推進するための取組を、市と地域が協力してさらに進めて

行く必要があるのではないか。 
・例えば、外国人によるごみ出しのマナー問題に対応するために、

ごみステーションの看板を多言語化するなど、市の施策として取

り組めないか。 
回 答 （担当課） 市民生活部 市民協働課 

      市民生活部 環境課 
 ご提言のとおり、三木市では外国人住民の数は年々増加してい

ます。市の外国人住民相談窓口では、ごみ出しマナーや交通ルール

など生活にかかわる相談が多く寄せられています。トラブルの多

くは、日本と外国のルールの違いによるものであり、外国人住民が

故意にルールを守らないのではなく、ルールを十分に理解できて

いないことから生じているので、しっかりとした説明が必要とな

ります。 
市では、外国人住民の転入の際に、多言語の生活情報誌の配布

や、生活に必要な情報（ごみカレンダー等）を関係各課で受け取っ

ています。加えて市では、令和４年度からは交通ルールや防災、救

急やごみの捨て方などの企業向けの生活オリエンテーションを実

施しています。生活オリエンテーションについては、まだまだ利用

頻度が少ないので、より一層の周知に努めてまいります。 
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国籍が不明であったり、複数の国籍の住民が住んでいるような

地域は、市では、まずは、「やさしい日本語」でのコミュニケーシ

ョンを勧めています。 
外国人住民に対する自治会活動への参加やごみ出しマナー等も

含め、外国人住民に伝わりやすいチラシ等の書き方や情報の伝え

方などについては、「外国人住民相談窓口」へご相談ください。 
また、三木南地区のローレルハイツ北神戸自治会においては、自

治会の皆さまの取組により、地区の防災研修に多くの外国人住民

が参加されました。このような取組を三木南地区、さらに市内全域

に広げていくべく、市も一緒に考えていきます。 
ごみステーション看板の多言語化については、地域によって必

要な言語が異なることや、設置スペースの問題もあり一律に作成

はしておりませんが、これまでから各区長様からの個別のご要望

には対応をしてきているところです。具体的には、ベトナム、ポル

トガル、英、スペイン、韓国、中国、アラビアの７か国語の外国語

版ごみ分別表のうち、必要なものにごみステーションごとの収集

日を入れてお渡しています。また、今後は、外国語版ごみ分別表を

表示するためのＱＲコードをごみステーションに設置することな

ども検討しているところです。 
国籍に関係なく共に地域で暮らす市民として、誰もが住みやす

いまちづくりを推進するため、市としても協力していきたいと考

えています。 
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